
 

 

 

 

 

 

 粒径の大きいサンプルに対するＯＤＦ解析法と平滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

  粒径の大きなサンプルでも、ＡＤＣ法によりゴーストの発生しない 

  綺麗なＯＤＦ図が得られます。 
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概要 

 従来、粒径の大きいサンプル（測定粒径数が少ない）では、ＡＤＣ法よりＨｅｒｍｉｎｉｃ法が 

   比較的緩やかなＯＤＦ図が描画されていた。これは、級数展開による効果である。 

   ＡＤＣ法では、ゴーストの発生はないが、ゴツゴツしたＯＤＦ図が描画さていた。 

   しかし、同じＡＤＣ法でも、ＬａｂｏＴｅｘに比べ、ＴｅｘＴｏｏｌｓはなぜか緩やかなＯＤＦ図が 

   描画されていた。 

   今回、ＬａｂｏＴｅｘの内部データを加工し、平滑化を加えることで、粒径の大きなサンプルでも 

   ゴーストがない緩やかなＯＤＦ図が得られるようになりました。 

   以下にこの効果を示します。 

測定データ 

 γ揺動なし 

  

  γ揺動あり 

  

  

 

 

揺動ありデータをＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 



  

 

 

 

 

 

  

 

 

 



揺動ありデータをＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

  

 

 

 

 

 ゴーストは発生していない。 

 

 

 



揺動ありデータをＬａｂｏＴｅｘで解析 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



揺動ありデータをＬａｂｏＴｅｘで解析（平滑化） 

  

 

 

  

 ゴーストの発生しない、方位密度が高い ODF図が得られます。 

  


